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 ［資料４] 
研究内容説明図 

１． 研究目的 

動いている人物の 3次

元形状をビデオのよう

になめらか時間軸方向

にに計測し，さらにその

データをリアルタイムで

遠隔地に伝送し，自由視

点からの３D 映像として

写実的に表示する． 

これにより，仮想空間

内での臨場感のあるコミ

ュニケーションを実現す

ることができる． 

２．研究開発の概要 

これまでの 3次元計測装置では，動いている物体

の 3 次元形状をなめらかに高精度に計測すること

ができなかった．応募者らは，2008年に共面性を用

いた全く新しいスキャン方式を提案し，高速スキャ

ンに道を拓いた．今回はさらにこれを拡張し，多く

のプロジェクタとカメラを用意することで，全周の

密で高フレームレートの形状計測を実現する． 

３．期待される研究成果およびその社会的意義 
① 構造解析・シミュレーション応用：衝突時の車体変化をとらえ

られる．このような高速 3次元計測の例はこれまで無い． 

② 医療・VR 応用：内臓の形状変化をリアルタイム計測すること

で，手術の３次元情報の記録や解析，遠隔手術等が可能となる 

③ 動作解析・心理学応用：微妙な顔の筋肉の動きや唇の動きから

心理状態や表情を分析できる 

④ セキュリティ分野：映像と共に形状もリアルタイムで計測 


